
新荘公民館・2月行事予定

▷50歳から個人で行くユネスコ世界遺産の旅

▶ビジュアル入門江戸時代の文化

▷NEW＊ビーズスタイル

▶最新オールインワン離乳食

▷「がん」にならないための５つの習慣

▶あっぱれ折り紙

▷梅と杏のお菓子づくり

▶ラクチン！お魚クッキング

▷レジンの大人アクセサリー辞典

▶いちばん詳しい Excel 関数大辞典

*▷親の見守り・介護を楽にする道具・アイデア・考えること

※上記の本以外にも合計30冊の本が来ています。

日 曜日 予 定 予定場所 主団体

7 水 憩いの里 新年会 新荘公民館 新荘憩いの里

8 木 新荘地区住民会議新旧部落長引継ぎ会 新荘公民館 新荘地区住民会議

毎月 第一水 憩いの里レクリエーション(11：00～) 新荘公民館 新荘憩いの里

毎週 水 いきいき百歳体操（10：00～） 新荘公民館 憩いの里体操

毎週 水 いきいき百歳体操（10：00～） 集落活動

センター

わかば会

毎週 金 百歳体操（9：00～） なぎの海

毎週 月・金 命の貯蓄体操（19：00～） 新荘公民館 新荘婦人会

17 土 第3土曜日・お弁当宅配 新 荘 地 区 民 児 協

25 日 第4日曜日・お弁当宅配 安 和 地 区 民 児 協

人口・世帯数(12月末現在)

新荘地区 安和地区

世帯数 803戸 319戸

男 783名 323名

女 793名 349名

合計 1576名 672名

須崎市立図書館からの本の紹介
1月 23日(火)市立図書館から貸出用の本が届きました。2か月位新荘公民館に置いて

ありますので、借りに来ていただいて沢山の本をぜひ読んで下さい。



市政懇談会の質問への回答

令和5年８月２１日安和市民交流会館で、８月２８日新荘公民館で行われた市政懇談会の

回答が市から出ています。安和・新荘地区の質問に対する回答の一部を掲載します。その他の

質問に対する回答については、新荘公民館までお問合せください。

安和

新荘

質問 対応の方向性

農業用水路の破損について

青線に含まれていなかった経緯は 50数年

前の話。壊れた段階で、これは青線になっ

ておりませんと言われても困る。公共の施

設だと思っていたのに、修繕できないとな

ると、水が排出できないところもあるとい

うことになる。

土地改良等で整備したパイプラインなどの関係施設

は、当初整備は行政で工事を行うことはありますが、そ

の後の修繕等の維持管理については地元関係者で行っ

てもらっています。今回の 50年前の経過が分かる資料

が無く、現状、農林水産課では地元関係施設についての

修繕等の維持管理事業はありませんが、新規更新事業

については、事業化できる可能性もありますので（地元

負担金は必要）、その際は担当課へ相談してください。

多くの地域で大規模災害が発生すると、技

術ボランティアも派遣できる人数が決まっ

ている。技術系ボランティアとの提携でき

る人数が決まっている。技術系ボランティ

アとの提携、ボランティアというと社協に

なるが、地域との提携を結ぶとなると、市

のほうが前に出る場合が多いので、ご検討

いただきたい。

社協と連携した協定締結についての検討を図ります。

安和小学校の通学路について、一時停止が

消えている箇所がある。早急に改善をお願

いしたい。

8月 29日通学路点検の際に須崎警察署に要望しまし

た。

田ノ浦のゴルフ打ちっぱなし施設の取り壊

しを要望する。

体系的な空き家対策実施のための組織機構等見直しに

着手しました。

保育園のエアコンのある部屋が 2室のみな

ので、早急に対応をお願いしたい。

予算化しており、設置予定です。

質問 対応の方向性

JR須崎駅を利用して須崎を訪れる人が大

きなスーツケースを持ってくるが、須崎駅

にはエレベーターが等がなく困っている人

が多い。

利便性の解消のためにどのようにするのか整理をしま

す。また、JR四国に要望を行います。

保育園の土曜日の 1日保育を要望する。 土曜 1日保育の必要量を調査終了し、集計中です。ニ

ーズに合わせた形で実施に向けて調整中です。

側溝の蓋を上げることが困難。市の方で対

応をお願いしたい。

専用の蓋上げバサミの貸出をします。

管理用の側溝蓋をグレーチングに改良します。

しんじょう君は市の財産と言うが、地元の

イベントに参加要請をしても断られた経過

がある。委託先にすべてを任せるのではな

く、市民が活用しやすいようにするべきで

は。

しんじょう君の出張申請に関しては、元気創造課への

申請により決定しています。スケジュールの調整がつ

かない等の理由以外に市内のイベントの参加をお断り

することはありません。今回のご意見については、委託

先とも共有しており、今後も市内外での活動により、須

崎市の PRにつとめていきたいと考えています。


